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文責 校長 石井 健一

～子どもも大人も一緒に学校づくり地域づくり～

9月の様子から
酷暑の夏から一転、朝晩は肌寒くなる日も増えてきて、すっかり秋めいてきました。前期後半も残すところ
1週間となり、節目の時に向けて各学年・学級で学習のまとめに取り組んでいるところです
夏休み終了後～9月の様子を紹介いたします。

暑くても外で遊ぶぞ～ 九大寺子屋に興味津々

休み時間に、はいチ～ズ

タブレットで調べ学習

六十爺会の皆様に、芋畑のツル返しを教えていただきました

修学旅行にて

話題の500円ガチャに夢中

ホテルの豪華な夕食ハウステンボス最高～



１０月・１１月の行事予定
１０月１日（木） ４年生社会科見学（クリーンセンター等）

７日（水） 前期終了式（給食なし：全校１２時に下校）
８日（木）～１２日（月） 秋休み
１３日（火） 後期始業式（給食なし：全校１２時に下校）
２４日（土） 運動会(午前中のみの開催：給食なしで全校１２時１０分に下校)
２６日（月） ２４日の振替休業日
３０日（金） 秋の遠足（お弁当の準備をお願いします：全校１４時に下校）

１１月５日（木） 保護者と学ぶ規範意識事業 ５年生親子レク
９日（月） スクールカウンセラー午後来校
１６日（月） 芸術鑑賞会
１７日（火） 前原東中学校研究発表会
２１日（土） 波多江小祭り 友愛バザー 簡易給食あり
２４日（火） ２１日の振替休業日
３０日（月） スクールカウンセラー午後来校

6年生は、9月16日～17日にかけて、長崎へ修学旅行に行きました。平和祈念公園での眼差しや、原
爆資料館での調べ学習の様子から、平和学習を真剣に進めてきたことが分かりました。ホテルでも楽し
く過ごすことができており、心に残る思い出ができたことだと思います。一部ですが、感想を紹介します。

平和な世界を築いていくために

（被爆者の）八木さんの話をきいて、当時はぜんぜん食べられず、カボチャば
かりで好きなものを食べられなくてとても苦しいと思いました。また、原爆に
より近くにいた人は一しゅんで炭になったり、熱により建物がとけて曲がった
りしていてこわいなと思いました。改めて戦争はやったらだめだなと思いまし
た。ハウステンボスでは、班の人と協力して時間を守り、計画的に楽しくまわ
ることができ、最高の思い出ができてよかったです。特に楽しかったことは、
釣りのアトラクションです。途中でハプニングがあったけど、楽しく過ごせて
よかったし、佐世保バーガーも食べられてよかったです。２日間を通して協力
して助け合う大切さが分かったように思います。４組

私は平和集会担当として、みんなの前で平和のちかいを言いました。
練習の時よりも気持ちをこめてちかいました。その後に、被ばく者
の八木さんのお話を聞かせていただきました。話を聞いているうち
に、改めて今こうして生活していることが当たり前ではないという
こと、何より平和の大切さと戦争のひさんさを深く実感しました。
今度は私たちが戦争や平和について伝えていくべきだと考えました。
その夜、部屋班の人とお手紙を書きあったり、話したり、笑ったり、
きちょうな時間を楽しく過ごせてよかったです。 １組

原爆資料館と山里小学校と如己堂と浦上天主堂に行って、戦争のひさん
さや命や平和の大切さをあらためて思いました。フィールドワークでは、
班で平和についてたくさんの写真や実物のびんやガラス、服が展示され
ているのを見て、メモをとって学ぶことができました。バスでは、バス
ガイドさんのお話をしずかに聞くことができました。昼や夜のバイキン
グもとてもたのしかったです。部屋でもみんなで楽しくルールを守って
すごすことができて、とてもたのしい１日でした。 ２組

（被爆者の）八木さんからのお話を聞いて、平和になってほしいと改めて思いました。もっと平和につ
いて学びたいと思いました。フィールドワークもすごく学びになりました。浦上天主堂や如己堂など、
平和のバトンをつないでいきたいです。改めて平和という言葉が一番大切だと思います。全然計画を立
てられなかったけれど、ハウステンボスがおもしろかったです。おみやげやさんが見つけられなくて、
すごく手こずりました。でも、みんなで走ったり歩いたりして、フィールドワークなみに歩きました。
ホテルでは朝から楽しかったです。友達に「おはよ～」と言われて心がホッとしました。また、みんな
で修学旅行に行きたいなと思いました。 ３組
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